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多拠点居住実践者ファイリング

カルテの質問項目

・プロフィール、本拠地・多拠点居住地
・多拠点居住実践の発意・時期
・多拠点居住の住居形態

－住宅タイプ、所有形態

・検討に当たって考慮したこと
－立地、住宅・建物、コミュニティ、価格

・比較物件
・検討期間とその費用
・多拠点居住地での過ごし方・使い方
・利用者と年間の利用期間
・多拠点居住で取り組みたい活動内容
・多拠点居住の将来について
・多拠点居住に当たっての実現の壁、実践してみての問題点
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多拠点居住実践者ファイル（サンプル例）
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多拠点居住実践者カルテ一覧
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対象者１５人のプロフィール
 ６０歳以上の高齢者が約半分を占めるが、３０代～5０代についても、極力

まんべんなく抽出。男性が大半であるが、女性についても若干抽出。
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本拠地と多拠点居住地との位置関係

 多拠点地は、千葉県房総エリア、神奈川県湘南エリア及び相模原市の藤野町が主。
 本拠地は、東京都内が多いが、我孫子市内や大和市と藤沢市間での近接した地域

間での多拠点居住もある。
 共通して、車で行ける場所で、なじみのある場所を志向している。

GISのマップを挿入
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埼玉方面への実践者
はいなかった



 

多拠点居住地・住宅の空間像

土地購入し新築
平屋とトレーラーハウス
を所有

民間アパートを賃貸

中古一戸建てを賃貸 中古一戸建てを所有

土地購入し新築

土地を購入しトレーラー
ハウスを所有

 多拠点居住地における住宅タイプや所有形態は多様であるが、若い世帯や多拠点
居住を一時的な暮らしと考えている者は、賃貸を志向。
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マンションを賃貸



多拠点居住の全体概要
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①タイプ分類 現在 将来

準別荘派：６０代後半～７０才
・首都圏内で活用できる別荘・準別荘的利用を実践

週末アウトドア・趣味のスポーツ派：６０代～７０才
・ゴルフ場近接や湖畔・海の見える場所での生活を実践

親自然生活派：３０代～５０代
・幅広い年齢層で自然の中でののんびり生活を実践

農ある暮らし派：３０代～４０代
・特に３０代で田舎暮らし・農ある暮らしを実践

週末婚派：４０代
・仕事の都合でやむをえず、多拠点居住を実践

多拠点居住の個別詳細分析
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定住予備軍

ライフステージの中
での一時的生活

多拠点側
に移住

多拠点側
をたたむ
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②動機と目的

◆多拠点居住のきっかけ
動機・目的は多様であるが、必ずきっかけがある。
セミリタイア・リタイア層では、定年退職をきっかけとし
た第2の人生の選択としてまた、相続等を契機としてが、
主なきっかけとなっている。
一方、若年層では、子どもの成長や仕事との関係でやむを
得ずが、きっかけとなっている。
また、共通したきっかけとしては、大震災等の災害発生
を契機としてなどがある。

◆多拠点居住の目的
ライフスタイルやライフステージに応じて多様であるが、
高齢者ほど個人的動機が強い。一方、若年層は、子ども
を自然の中で育てたいなど、家族としての動機が強い傾向
が伺える。
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③検討に当たって考慮したこと

◆立地
なじみのある場所で、かつ、車利用できる場所
車利用できても鉄道・バス利便も重視（将来、車が使えな
くなった場合のことも配慮）

◆住宅・住宅地
敷地規模は大きく、住宅は小さいものを希望（維持管理か
ら）
平屋建てニーズが高い
キッチン・水廻りを重視している

◆コミュニティ
多拠点居住先の居住の程度が高いほど、近隣とうまく付き合
えるか否かを意識している

◆価格
共通して求めやすい価格を希望



◆住居タイプ
戸建住宅を志向する者が多いが、敷地規模は大きいもの
を志向する一方、住宅の規模は小さいものを志向
メンテナンス・維持管理面からマンションを志向する者
も一定程度いる

◆居住形態
相続や定年退職時の資金的な面から、高齢者ほど、土地・
建物を所有する傾向にある
ただ、新築物件までは手が届かず、中古の物件を選択
全般的に、将来、多拠点居住先への移住・定住意識が高い
ほど土地・建物を所有
高齢者でも将来、多拠点居住先をたたむ意向の者は、賃貸
住宅を志向
若年層は、経済的な理由から中古の賃貸住宅派
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④多拠点居住の住居形態



13

⑤活動内容（今後の活動を含め）

◆現在の活動内容
共通して自然のなかでのんびりしている
目的に応じて多様で、趣味のスポーツ、アウトドアライ

フ、創作活動、ガーデニング、カーライフなどの実践
また、あふれたものの収納、コレクション・インテリアを

楽しむ者も
さらに、万が一の避難拠点に考えている者も複数あり
住みながらセルフビルドで住宅のリノベーションを考えている

者も
若い人ほど、仕事との関係も考え、ホームオフィスとして

の利用も

◆将来の活動内容
多拠点居住知での居住にウェイトを置いている人や将来、

移住・定住を考えているほど、地域ボランティア活動への
参加やお店開設などを志向



⑥将来の展望
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 将来、多拠点居住先に移住・定住を希望する者と車の運
転が出来なくなったら多拠点居住先をたたむ者に別れる

 将来、定住意識の高い人ほど、土地・建物を所有する
傾向

 多拠点居住先への移住・定住を考えている人は、本拠
地側の土地・建物は、処分したり、子ども世帯の居住や賃
貸物件とするなどを考えている

 既に、子どもの成長等と併せて段階的に多拠点居住先へ
の居住ウェイトが高くなっている
（本拠地と多拠点居住先が逆転）
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⑦実践の障壁と実践してみて感じた問題点

◆実践の障害
多拠点居住の実践の障害について、建設費等のコスト面で
の障害はあるものの、意外と障害はなかったとする意見が
多い

◆実践してみて感じた問題点
一方、実際やってみて感じた共通する問題点として、メ
ンテナンスの手間やコストがかかることがあげられる
その他、自治会や地域とのつき合い方や将来発生する親の
介護問題や子どもの教育等について問題視する意見も



WEBアンケート結果との共通点・相違点
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◆共通する点
・実践者ファイリングでは、１５名中３名が女性。WEBアンケートにおける女性実
践者の割合は約15%。概ね２割弱が多拠点居住を実践する女性の割合か?

・考慮の視点として、「なじみある土地柄」、「車利用」、「求めやすい価格」は
共通。

・過ごし方として、「自然のなかでゆったり過ごす」は共通。
・実践しての問題点として、「生活コスト・維持費用」は共通。

◆相違点
・WEBアンケートでは、以外と多い若年層。２０代も約14%
・未婚も３割。
・多拠点の方面として埼玉方面も15%。千葉方面も15%は以外と少ない印象。
・考慮の視点として、「生活利便施設」、「交通機関」は、やや高い割合。
・過ごし方として、「ホームオフィス」利用の割合は高いが、若年層が多いからか?
・以外と多い一人利用。
・時間がかかり思ったほど活用できない。それも、若年層の仕事との関係が影響?



まとめ
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 消滅可能性都市論は、地方都市の問題ではなく、首都圏においても、地域力の
乏しい地域を中心にまだら過疎化していくことが懸念される。

 一方、多拠点居住意向者は一定程度存在。車利用を前提に、なじみがあり、親
自然を享受できる地域での居住志向が高い。

 今後、圏央道の全線整備により、首都圏内での多拠点居住の可能性は、さら
に高まることが予想される。特に、週末居住地として、都市と自然・田舎の両
方を享受できる魅力がある。

 多拠点居住志向・実践者の属性や動機は多様であるが、多拠点居住の生活パ
ターンは、いくつかのタイプにパターン化でき、こうしたライフスタイルを
可能にする房総・湘南地域等への来住ニーズが高い。
 相続・リタイアを契機として準別荘地を持つ
 趣味のスポーツ・アウトドアライフをエンジョイする
 親自然のなかで子どもを育てる など

 コンパクトシティ論が叫ばれるが、現実的には、都市の縮小は限界があり、
拡散した地域ごとに、地域性を活かしながら、持続性を維持していくことも必要。

 こうした来住ニーズを活かし、それぞれの地域が地域の持つ地域資源・環境最
大限活かし、縮退懸念を排除していくことも必要ではないか。
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